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展
示
の
最
終
週
、
金
曜
日
。
新
宿
三
丁
目
駅
か
ら
地
下
を
進
み
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
へ
。
館
内
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
空
き
が
出
る

の
を
し
ば
ら
く
待
っ
て
、
受
付
を
済
ま
せ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
五
階

に
上
が
る
。
展
示
は
八
つ
の
章
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
海
景
・
空
の

二
つ
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
う
。

　

海
景
・
空
の
章
か
ら
展
示
は
始
ま
っ
た
。
動
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
海
、
空
。
海
で
あ
れ
ば
波
や
帆
船
が
、
空
で
あ
れ
ば
雲
や
太
陽
が

そ
の
モ
チ
ー
フ
に
当
て
は
ま
る
。
動
的
な
も
の
を
一
枚
の
絵
画
に
収

め
る
と
き
、
そ
れ
は
瞬
間
で
あ
り
、
同
一
の
視
点
に
お
け
る
コ
ラ
ー

ジ
ュ
に
も
思
え
る
。
風
の
影
響
に
よ
り
波
は
立
ち
、
帆
船
は
動
き
、

雲
は
常
に
形
を
変
え
て
流
れ
ゆ
く
。
そ
の
様
々
な
要
因
の
理
想
的
な

一
瞬
。
海
と
雲
が
必
然
的
に
存
在
す
る
景
色
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の

質
感
・
形
状
・
色
彩
が
同
じ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適

切
な
程
度
が
あ
る
。
複
数
の
動
的
な
モ
チ
ー
フ
が
絡
み
あ
っ
て
い
る

が
、
景
色
の
時
間
軸
は
光
に
よ
っ
て
揃
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
自

然
の
摂
理
が
実
景
と
絵
画
の
接
点
と
し
て
は
た
ら
く
た
め
に
共
有
で

き
る
意
識
が
僕
に
は
あ
っ
た
。 

（
松
下
誠
一
）

「
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ダ
ン
展̶

̶

瞬
間
の

美
学
、
光
の
探
求
」

（
2
0
2
6
年
4
月
11
日
〜
6
月
21
日　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
）

　

コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
に
出
席
す
る
前
に
、
土
浦
に
住
む
娘
一
家
の

家
に
二
泊
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
長
崎
に
住
む
私
に
と

っ
て
は
東
京
も
茨
城
も
ほ
ぼ
同
じ
位
置
な
の
だ
。
そ
の
折
に
今
年
は
、

霞
ケ
浦
に
臨
む
「
予
科
練
平
和
記
念
館
」
を
訪
ね
た
。

　
「
予
科
練
」
と
は
旧
日
本
海
軍
が
航
空
機
の
搭
乗
員
を
若
年
層
か

ら
養
成
す
る
た
め
に
設
け
た
「
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
」
と
そ
の
制

度
の
略
称
。
全
国
か
ら
志
願
し
選
抜
さ
れ
た
十
四
歳
半
か
ら
十
七
歳

ま
で
の
少
年
た
ち
が
学
習
と
訓
練
に
明
け
暮
れ
た
と
あ
る
。
同
行
し

た
孫
（
十
六
歳
半
）
は
「
俺
、
も
う
か
な
り
先
輩
じ
ゃ
ん
」
と
呟
き

な
が
ら
、
写
真
や
実
物
、
説
明
に
見
入
っ
て
い
た
。
地
元
長
崎
の

「
原
爆
資
料
館
」
と
比
べ
る
と
、
生
徒
ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
空
が
よ

く
見
え
る
よ
う
に
天
窓
を
多
く
配
し
た
開
放
的
な
造
り
で
あ
る
。

　

土
門
拳
が
生
徒
ら
と
寝
食
を
共
に
し
て
撮
影
し
た
と
い
う
パ
ネ
ル

写
真
が
随
所
に
あ
り
、
い
た
い
け
さ
の
残
る
生
徒
ら
の
笑
顔
や
真
剣

な
眼
差
し
が
圧
巻
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
制
服
「
七
つ
ボ
タ
ン
」
に
因

ん
で
七
つ
の
展
示
ブ
ー
ス
か
ら
成
る
が
、
最
後
の
「
特
攻
隊
」
で
は

自
然
と
掌
を
合
わ
せ
る
自
分
が
い
た
。 

（
立
石
千
代
女
）

	

読
む
・
観
る
・
聴
く	

「
予
科
練
平
和
記
念
館
」

（
茨
城
県
阿
見
町
）


